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白山麓の樹林における地表性ゴミムシ類の分布
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FOOT  OF MT. HAKUSAN

Shin-ichi HIRAMATSU, Shiramine Elementary School

はじめに

　石川県鶴来町から白峰村にかけて存在する白山麓

の低山地は，照葉樹林帯及び夏緑広葉樹林帯に含ま

れている。そこには，ウラジロガシ林，ブナ林など

の自然林，コナラ林などの二次林，スギ植林地など

多様な樹林が存在する。

　この地域における地表性ゴミムシ類は，これまで

に富樫・杉江（1994），平松（2000b,2002a）などに

よって行われた調査によって，徐々にその種類相が

明らかになってきている。しかしながら，地表性ゴ

ミムシ類の分布と林相との関係については詳細な比

較が行われていない。そこで，筆者はこれらの関係

を検討するために，2003年の春から秋にかけて，白

山麓に存在するスギ林，コナラ林及びブナ林内にお

いて，ピットフォールトラップを用いて地表性ゴミ

ムシ類の調査を行ったので，その結果について報告

する。

調査地域・調査時期・調査方法

　調査は，鶴来町八幡町にある舟岡山のスギ林（標高

140m），河内村江津にあるコナラ林（標高200m），尾

口村尾添にある大林のブナ林（標高500m）の3ヶ所で

行った（図1）。スギ林は植栽地で，比較的平坦な場

所にあり，10m以上の高木はスギだけから成る。中低

木及び草本は少ない。地表は多量のスギ落葉で覆わ

れ，土壌は湿潤である。コナラ林は江津地区の林道

沿いの平坦地で，そこにはコナラを主体として，ア

カマツなどの高木，カエデ類，ツツジ類などの中低

木が生育している。その地表は広葉樹の落葉で覆わ

れ，土壌は湿潤な場所もあるが林縁部などはやや乾

燥している。ブナ林は傾斜地にあり，ブナの他には

トチノキ，ミズナラなどの高木が生育している。中

低木及び草本は少ない。地表には広葉樹の落葉が多

く，土壌はやや湿潤である。

　調査はそれぞれの林内にピットフォールトラップ

を15個ずつ設置して行った。トラップには口径8cm，

高さ10.5cmのプラスティック製の容器を用い，その

容器は開口部を地面と同じ高さになるようにして埋

設し，防腐のためエチレングリコールを150ml程度入

図１　調査地域

×は調査地点を示す。
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れた。各トラップの間隔は5 m 以上あけるようにし

た。

　トラップは2003年5月10日，6月15日，7月18日，8

月20日，9月13日，9月20日，10月26日の7回設置し，

その1 週間後に採集されたゴミムシ類の回収を行っ

た。

　これらの採集結果から，Shannon-Wiener関数を用

いて，地点ごとの種多様性H'を以下のように算出し

た（小林，1995参照）。

　　　　H' = Σpi・log2pi

pi は総個体数Ｎに対する種iの個体数ｎの占める割

合 ni/Ｎ を示し，Σpi =1 である。

　また，各地点間の類似度を検討するために，

Piankaのα指数を用いて，St.h及びSt.i間の重複度

を以下のように算出した（小林，1995参照）。

       　　 　　 Σphj・pij 　　　

　　　　    (Σphj2 ・Σpij2)1/2

　　　　Σphj ＝1，Σpij ＝1

phj 及びpij はそれぞれSt.h及びSt.iにおける種jの

個体数の割合である。

調査結果

　本調査では，2科26種1,017個体のゴミムシ類が採

集された（表1 ）。このうちホソクビゴミムシ科

Brachinidaeでは，オオホソクビゴミムシBrachinus

scotomedes 1種2個体だけが採集された。オサムシ科

Carabidaeは5亜科が確認され，このうち，14種233個

体がナガゴミムシ亜科Pterosichinaeで，総種数の54

％，総個体数の23％を占めていた。一方，オサムシ

亜科Carabinaeは6種（総種数の23％）であったが，

760個体と総個体数の74％に達した。属レベルではツ

ヤヒラタゴミムシ属Synuchusが6種163個体，ナガゴ

ミムシ属P t e r o s t i c h u sが5 種5 6 個体，オサムシ属

Carabusが3種716個体と多かった。個体数が最も多

かったのはマヤサンオサムシC. maiyasanusの676個体

で，本種だけで全体の66％に達した。次に，オオク

ロツヤヒラタゴミムシS. nitidus（86個体，全体の8

％），コクロツヤヒラタゴミムシS. melantho（52個

体，全体の5％）とツヤヒラタゴミムシ属の2種がこ

れに続いた。

α＝

  スギ林 コナラ林 ブナ林 合計 
オサムシ科 Carabidae     
 オサムシ亜科  Carabinae     
  ヤマトオサムシ    C. yamato  36  36 
  オオオサムシ    C. dehaanii  4  4 
  マヤサンオサムシ    Carabus maiyasanus 495 150 31 676 
  アキタクロナガオサムシ    Apotomopterus porrecticollis 11 5  16 
  クロナガオサムシ    Leptocarabus procerulus 6 6 2 14 
  マイマイカブリ    Damaster blaptoides 8 4 2 14 
 ヌレチゴミムシ亜科  Patrobinae     
  ヒメヌレチゴミムシ属の１種    Apatrobus sp.   3 3 
 ナガゴミムシ亜科  Pterostichinae     
  アカガネオオゴミムシ    Trigonognatha cuprescens 10  2 12 
  ヨリトモナガゴミムシ    Pterostichus yoritomus 2 7  9 
  ニッコウヒメナガゴミムシ    P. polygenus 15 4 3 22 
  ヒョウゴナガゴミムシ    P. sphodriformis 7   7 
  ムナビロナガゴミムシ    P. abaciformis 16  1 17 
  ナガゴミムシ属の１種    Pterostichus sp.  1  1 
  セアカヒラタゴミムシ    Dolichus halensis 1   1 
  フトクチヒゲヒラタゴミムシ    Parabroscus crassipalpis 1   1 
  オオクロツヤヒラタゴミムシ    Synuchus nitidus 66 20  86 
  クロツヤヒラタゴミムシ    S. cycloderus 2 3 9 14 
  コクロツヤヒラタゴミムシ    S. melantho 20 4 28 52 
  マルガタツヤヒラタゴミムシ    S. arcuaticollis 1   1 
  ヒメツヤヒラタゴミムシ    S. dulcigradus 7   7 
  タケウチツヤヒラタゴミムシ    S. takeuchii   3 3 
 ゴモクムシ亜科  Harpalinae     
  ニセケゴモクムシ    Harpalus pseudophonoides 3   3 
  ハコダテゴモクムシ    H. discrepans 1   1 
 アオゴミムシ亜科  Callistinae     
  スジアオゴミムシ    Haplochlaenius  costiger 2 2  4 
  アトボシアオゴミムシ    Chlaenius naeviger 10 1  11 
ホソクビゴミムシ科 Brachinidae     
  オオホソクビゴミムシ    Brachinus scotomedes 2   2 

 総個体数 686 247 84 1017 
 種  数 21 14 10 26 
 多様度指数 H' 1.791 2.109 2.381 2.160 

 石川県，2003年５－11月，ピットフォールトラップ

表１　３樹林における地表性ゴミムシ類の採集個体数
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樹林ごとの調査結果

　本調査で，スギ林では21種686個体，コナラ林では

14種247個体，ブナ林では10種84個体の地表性ゴミム

シ類が記録された（表1）。スギ林は，ブナ林に対

して種数では2倍以上，個体数では8倍以上の差が

あった。

　最優占種は，3樹林ともマヤサンオサムシであっ

た。ただし，個体数はスギ林で495個体であったのに

対して，コナラ林では150個体，ブナ林では31個体と

樹林ごとに大きな差があった。次に多かったのは，

スギ林ではオオクロツヤヒラタゴミムシ（66個体）

及びコクロツヤヒラタゴミムシ（20個体），コナラ

林ではヤマトオサムシC. yamato（36個体）及びオオ

クロツヤヒラタゴミムシ，ブナ林ではコクロツヤヒ

ラタゴミムシ（28個体）及びクロツヤヒラタゴミム

シS. cycloderus（9個体）で，3樹林ともツヤヒラタゴ

ミムシ属に属する種が多かった。

　すべての樹林で採集されたのは，オサムシ亜科に

属するマヤサンオサムシ，クロナガオサムシ

Leptocarabus procerulus及びマイマイカブリDamaster

blaptoidesの3種，ナガゴミムシ亜科に属するニッコウ

ヒメナガゴミムシP. polygenus，クロツヤヒラタゴミ

ムシ及びコクロツヤヒラタゴミムシの3種の計6種で

あった。このうちマヤサンオサムシはすべての地点

の最優占種，クロツヤヒラタゴミムシはブナ林の第3

優占種，コクロツヤヒラタゴミムシはブナ林の第2優

占種及びスギ林の第3優占種になっていた。

　これに対して，1つの樹林でしか採集されなかった

種も存在した。スギ林だけで採集されたのは，ナガ

ゴミムシ亜科に属するヒョウゴナガゴミムシP.

sphodriformis，セアカヒラタゴミムシDolichus

halensis，フトクチヒゲヒラタゴミムシParabroscus

c a s s i p a l p i s，マルガタツヤヒラタゴミムシS .

arcuaticollis，ヒメツヤヒラタゴミムシS. dulcigradusの

5種，ゴモクムシ亜科に属するニセケゴモクムシ

Harpalus pseudophonoides，ハコダテゴモクムシH.

discrepansの2種及びホソクビゴミムシ科に属するオ

オホソクビゴミムシの計8種，コナラ林だけで採集

図２　地表性ゴミムシ類の亜科ごとの種数割合

図３　地表性ゴミムシ類の亜科ごとの個体数割合
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されたのはオサムシ亜科に属するヤマトオサムシ，

オオオサムシC. dehaanii，及びナガゴミムシ属の1種

Pterostichus sp.の3種，ブナ林だけで採集されたの

は，ヌレチゴミムシ亜科に属するヒメヌレチゴミム

シ属の1種Apatrobus sp. 及びナガゴミムシ亜科のタ

ケウチツヤヒラタゴミムシS. takeuchiiの2種であっ

た。ただし，1樹林だけで記録された種のほとんど

は5個体以下しか採集されておらず，このうち10個体

以上だったのはコナラ林のヤマトオサムシ（36個

体）だけであった。

　亜科ごとの種数割合（PS）を図2に，個体数の割合

（PI）を図3に示す。PSについては，スギ林及びブナ

林でナガゴミムシ亜科がほぼ60％に達していたが，

コナラ林ではオサムシ亜科とナガゴミムシ亜科がそ

れぞれ43％と高かった。PIは，スギ林及びコナラ林

でオサムシ亜科がほぼ80％に達していたが，ブナ林

ではナガゴミムシ亜科が55％で最も高く，オサムシ

亜科は42％であった。

　多様度指数H'はブナ林が2.38と最も高く，コナラ

林の2.11，スギ林の1.79と続く。

図４　地表性ゴミムシ類の総種数、総個体数、主要種個体数の季節変化



－21－

平松：白山麓の樹林における地表性ゴミムシ類の分布

　類似度指数αは，A-B間では0.970と極めて高かっ

た。また，A-C間で0.741，B-C間で0.715とそれぞれ

0.7以上の高い値を示した。

季節変化

　種数，総個体数，主な種の個体数の季節変化を図

4に示す。種数はスギ林では8-9月に，コナラ林では

7-8月に，ブナ林では8月以降に多かった。総個体数

もスギ林では8-9月，コナラ林では7-8月に多かっ

た。マヤサンオサムシはスギ林では5月から7月にか

けて減少していたが，8 月に大きなピークがありそ

の後急減した。これに対して，コナラ林では7-8月に

個体数が増加し，9 月に減少していた。ブナ林では

全体を通して少数であり，はっきりとした傾向は認

められなかった。オオクロツヤヒラタゴミムシは，

スギ林，コナラ林とも6月に少数が見られたが，7-8

月は採集されず，9 月以降に増加していた。コクロ

ツヤヒラタゴミムシは，どの樹林でも7 月まではほ

とんど採集されず，8-9月にかけて増加している。ヤ

マトオサムシは7-8月に個体数のピークがあった。

考　　察

林相の違いと地表性ゴミムシ類の分布

　本調査では，樹林ごとに，個体数，種数，多様度

指数H'が異なっていた。スギ林では，採集個体数，

種数とも3 樹林の中では最多だったにもかかわら

ず，多様度指数は最低だった。これは，最優占種で

あるマヤサンオサムシがスギ林での総個体数の72％

を占め，これが影響したためである。マヤサンオサ

ムシをはじめとするオオオサムシ亜属の幼虫はミミ

ズを専門に餌として食べていることが知られている

（曽田，1 9 8 7）。スギ林内に設置したトラップに

は，調査時に多くのミミズが入っていたことから，

そこでのミミズの豊富さがマヤサンオサムシの多さ

につながったと考えられる。また，ブナ林内でもマ

ヤサンオサムシが最優占種であったが，その個体数

割合は全体の37％とスギ林内に比べて低く，このた

め種数が少ないにもかかわらず，多様性が3 樹林の

中で最高となった。

　今回の調査では一つの樹林だけに出現した種や，

ある樹林では採集されなかった種も存在していた。

　　　　今回の調査結果 過去の記録

スギ林 コナラ林 ブナ林 コナラ林 1 ) コナラ林 2 ) ブナ林3 ) ブナ林4 )

鶴来町八幡 河内村江津 尾口村尾添 河内村福岡 金沢市平栗 河内村内尾 白峰村市ノ瀬

広い範囲に出現

　ﾏﾔｻﾝｵｻﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ｱｶｶﾞﾈｵｵｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○

　ﾖﾘﾄﾓﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ﾆｯｺｳﾋﾒﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ﾑﾅﾋﾞﾛﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○

　ﾌﾄｸﾁﾋｹﾞﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○

　ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○

　ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ｺｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○
スギ林、ｺﾅﾗ林を中心に出現

　ｵｵｵｻﾑｼ ○ ○ ○

　ｱｷﾀｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ ○ ○ ○ ○

　ﾋｮｳｺﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○

　ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○

　ｽｼﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○ ○

　ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○ ○ ○

　ﾆｾｹｺﾞﾓｸﾑｼ ○ ○
ブナ林中心に出現

　ﾋﾒﾇﾚﾁｺﾞﾐﾑｼ属の1種 ○ ○

　ﾀｹｳﾁﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○
特定の地域に出現

　ﾔﾏﾄｵｻﾑｼ ○ ○ ○

1 )富樫・杉江（1994)，2)富樫・橋本（1994)，3)平松（2000b)，4)平松（2000a）

表２　本調査と過去のデータとの共通種からみた地表性ゴミムシの分布パターン
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Niemelä  et al.（1992b）は，フィンランド南部のタイ

プの異なる自然林で行ったゴミムシ類の調査をもと

に，生息地タイプに基づいたゴミムシ類の類型化を

行っている。そこで，本調査で採集された種が特定

の樹林を選択して出現しているかを検討するため，

今回の調査結果を過去の県内の樹林での結果（富

樫・杉江，1994；富樫・橋本，1994；平松，2002a・

2002b）と照合し，生息地をもとにした類型化を試み

た（表2 ）。ただし，これらのデータとは調査方

法，時期などがそれぞれ異なっており，詳細な検討

は行えないため，比較項目を種の出現の有無だけと

した。この表によると，今回の調査で採集された地

表性ゴミムシ類はその分布から4 グループに類型化

することができる。

　第1 は林相に関係なく広い範囲に出現していたグ

ループである。ここにはマヤサンオサムシ，クロナ

ガオサムシ，マイマイカブリ，アカガネオオゴミム

シTrigonognatha  cuprescens,ヨリトモナガゴミムシP.

yoritomus,ニッコウヒメナガゴミムシ，ムナビロナ

ガゴミムシP. abaciformis，オオクロツヤヒラタゴミ

ムシ，クロツヤヒラタゴミムシ，コクロツヤヒラタ

ゴミムシ及びマルガタツヤヒラタゴミムシ S .

arcuaticollisなど多くの種が含まれる。中でも，クロ

ナガオサムシ，マイマイカブリは海浜近くの低地か

ら白山の標高2,000m以上の地域にも分布し（野中ほ

か，1988；平松ほか，1999），生息域が極めて広

い。

　第2は，スギ林及びコナラ林で確認されたグループ

である。ここには，オオオサムシ，アキタククロナ

ガオサムシApotomopterus porrecticollis，ヒョウゴナガ

ゴミムシ，セアカヒラタゴミムシ，ニセケゴモクム

シ，スジアオゴミムシHaprochlaenius costiger及びアト

ボシアオゴミムシChlaenius naevigerなど，ブナ林で確

認されなかった種が含まれる。このグループに含ま

れる種はすべて，県内の平地から低山地にかけて広

く記録されている（高羽，1998）。中でも，セアカ

ヒラタゴミムシは，農地でも多数採集されている

（富樫・浦，1994；富樫・大畠，1995）ことから，

広い環境条件下で生息できる種と考えられる。ま

た，富樫ほか（1992）が白峰村ナナコバ谷の出作り

畑地（標高約700m）で行った調査では，セアカヒラ

タゴミムシ，スジアオゴミムシ及びアトボシアオゴ

ミムシが採集されている。したがって，このグルー

プに属する数種は，生息に都合のよい環境があれば

ある程度標高が高くても分布できると考えられる。

　第3 は，ブナ林だけで採集され，スギ林やコナラ

林では確認されなかったグループである。ここには

ヒメヌレチゴミムシ属の1 種及びタケウチツヤヒラ

タゴミムシが含まれる。タケウチツヤヒラタゴミム

シは，これまでに白山のダケカンバやミヤマハンノ

キの優占する亜高山帯地域で採集されている（平

松，200 0 a）。また，ヒメヌレチゴミムシ属の1種

も，近似または同一種と考えられるハクサンヌレチ

ゴミムシA. hasemiyaが，同じく白山の亜高山帯で記

録されている（平松，2000b）。このことから，これ

らのグループは，ブナ帯以上の標高の高い地域に分

布しているということができる。

　第4 は，特定の地域に出現するグループで，ここ

にはヤマトオサムシ1種が含まれる。平松（2002b）

は，これまでの採集記録から，ヤマトオサムシがこ

の地域の標高1,000m以下の範囲に分布していること

を推察しており，本結果もこの分布範囲に含まれて

いる。

　また，ナガゴミムシ属の1種，ヒメツヤヒラタゴ

ミムシ，ハコダテゴモクムシ，オオホソクビゴミム

シは本調査では1 樹林だけで出現していたが，過去

の調査では記録されていなかったため，この類型に

は含めなかった。

　ここで類型化した4グループの種は，前述のよう

にいずれも複数の樹林にわたって生息していた。石

谷（1999）は，島根半島のスダジイ二次林，コナラ

二次林，アカマツ林で地表性ゴミムシ類を調査し，

種数や個体数では樹林ごとに違いがあったものの，

採集された森林性種と樹種の間に特定な関係は見ら

れなかったことを報告している。さらに古田

（1 9 8 3）も，北海道石狩地方でオサムシ類を調査

し，異なる樹林間では個体数の割合が大きく異なる

ものの，種数や出現種は大きく変わらなかったと述

べている。しかし，Niemelä  et al.（1992b）は，自然

林でのゴミムシ類の調査で，どの森林タイプにも出

現する種以外に，特定のタイプの森林に限定して出

現する種が存在することを見出している。ここで調

査されたのは比較的乾燥した森林から湖畔の湿潤な

森林で，地表の状態は森林ごとにかなり異なってい

た。本調査では地表の状態は樹林ごとに異なっては

いるものの，Niemelä  et al.の調査場所ほどの環境条

件の違いはないようである。一方，Niemelä  et  a l .

（1992a）は，フィンランドの寒帯針葉樹林での調査

から，同じ林内であっても微小生息場所が異なると

種ごとの出現状況が変化することを明らかにした。
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これらのことから，本調査で扱った樹林について，

林相の違いが地表性ゴミムシ類の分布に及ぼす影響

は小さく，むしろ林相の違い以外の条件が地表性ゴ

ミムシ類の分布に大きな影響を及ぼしていると推察

される。

  本地域の地表性ゴミムシ類の分布に影響を及ぼして

いる要因の一つとして，高度が考えられる。山岳地域

の地表性ゴミムシ類で，種ごとに出現高度範囲が異

なっていることは，これまでの多くの調査から明らか

になっている（上村ほか，1962；Martin，1992；

平松ほか，1999；平松，2000a・2002b）。本調査地

はスギ林の標高が140mであったのに対して，ブナ林

の標高が500mであり，この高度差がゴミムシ類各種

の分布に影響を及ぼしている可能性は高い。した

がって，ここで類型化した第2 グループは標高のよ

り低い地域，第3グループは標高のより高い地域を

中心に分布する種と考えることができる。

　このことに加えて，人為的影響の程度も地表性ゴ

ミムシ類の分布を決定する要因の一つであると考え

られる。Ishitani  et al.ほか（2003）は，都市部と地

方の森林のゴミムシ類の調査から，都市化がゴミム

シ類の構造に大きな影響を及ぼしていることを指摘

している。さらに，石谷（1998）は，コナラ林とそ

の周辺の調査で，林内では平地性種が採集されず，

林と農地との境界では森林性種と平地性種の両方が

採集されたことを報告している。このことは，農地

など人為的影響の強い環境が近隣にある場所ほど平

地性種が入り込みやすいことを示している。今回調

査したスギ林は，よく手入れされている上に，道路

や住宅地によって他の森林とは隔てられており，3

樹林の中では最も人為的影響の強い環境ということ

ができる。これに対してブナ林は，自然林である上

に，付近には人家も少なく人為的影響は最も弱いと

考えられる。

　これら以外にも，土壌粒度組成，土壌水分，落葉

層の厚さ，餌の豊富さや競合する生物など多くの要

因やそれらの要因の複合が地表性ゴミムシ類の分布

に関わっていると考えられる（Niemelä  et al.1992a；

Koivula et al.，1999）。しかしながら，どの要因が

ゴミムシ類の分布にどのように影響しているかは，

本調査結果からは明らかにすることができなかっ

た。

森林におけるゴミムシ相の特徴

　調査した3 樹林とも最優占種はマヤサンオサムシ

で，上位優占種にはツヤヒラタゴミムシ属の種が含

まれていた。このことに加えて，樹林間のゴミムシ

類群集の類似度指数αも比較的高かった。さらに，

本調査では3 樹林ともナガゴミムシ亜科の種数割合

が高く，中でもナガゴミムシ属とツヤヒラタゴミム

シ属に属する種の割合が高かった。平松（2002a）

は，白峰村市ノ瀬で採集した地表性ゴミムシ類の結

果を他地域の結果と比較検討し，石川県の山地森林

における地表性ゴミムシ類は，ナガゴミムシ亜科の

種数割合が高く，中でもツヤヒラタゴミムシ属の種

数割合が高いことを指摘しており，これは本調査結

果とも共通する特徴であった。

　このように，林相は異なっても森林という同じ環

境下で，地表性ゴミムシ類は優占種や亜科ごとの種

数割合の類似性など，共通する特徴を持っていた。

その一方で，高度や人為的影響などの違いによって

地表性ゴミムシ類の分布範囲は種ごとに異なり，樹

林ごとの種構成は同じではなかった。このことは，

森林に生息するゴミムシ類の種構成は比較的類似し

てはいるものの，林内環境の違いなどにより出現種

がある程度異なっていることを示唆している。

　これに対して，畑地や草地など，樹林と環境条件

が大きく異なる場所では，地表性ゴミムシ類の出現

種は大きく変化することが知られている。石谷

（1 9 9 6）は，様々な環境でゴミムシ類の調査を行

い，ゴミムシ類には環境選好性がみられ，森林的環

境と畑地，住宅地及び河川敷などの平地的環境の間

で種構成の差が認められたことを述べている。さら

に，Heliö lä  et al.（2001）は森林内とその伐採地と

では林端を境にゴミムシ類の出現状況がはっきりと

異なることを明らかにした。Niemelä  et al.（1992b）

も，森林と草地で行った調査から，森林と草地では

大きく出現種が異なることを明らかにした。した

がって，今後は草地など森林以外の様々な環境を調

査することによって，森林及びその他の環境におけ

る地表性ゴミムシ類の種類相やその分布傾向を明ら

かにできると考える。
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摘　　要

１．林相の違いによるゴミムシ相の違いを検討する

ために，2003年春から秋にかけて白山麓の3樹林

において，地表性ゴミムシ類の調査を行い，2科

26種1,017個体のゴミムシ類を採集した。

２．種数，個体数はスギ林が最も多く，ブナ林が最

も少なかった。多様性指数はスギ林が最も低く，

ブナ林が最も高かった。

３．今回の出現種は分布パターンによって，①広い

範囲に分布，②スギ林，コナラ林中心に分布，③

ブナ林中心に分布，④限られた地域に分布の4つ

に類型化された。

４．いずれの樹林でもマヤサンオサムシが最優占種

であったことや，ナガゴミムシ亜科の種数割合が

高かった。

５．林相の違いが地表性ゴミムシ類に及ぼす影響は

小さく，林相の違い以外の条件が地表性ゴミムシ

類の分布に影響を及ぼしていると推察された。
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